






































































e)結 含的な学習の時間 編

事例 :山南町立和国小学校

地域学習に興味を持ち、さらに調
べていきたいという意欲を持つ

学習指導要領   総 合的な学習のねらい

学校教育目標   ふ るさとの良さを生かし、生涯を通じて学びゆく、たくまし

い和田っ子の育成

研修目標     「 生き生きと主体的に活動する子J

自分の課題を追求し想像力を培う総合的な学習を目指して

学年目標     「 ひとりひとりが主人公」

学校 (教師)の 思い 。学校のニーズ……子どもに身につけさ

せたい力

①主体的に追求する力

②自己表現する力

③情報を活用する力

④生き方について考える力

地域 ・保護者のニーズ

岩尾城まつりの開催

岩尾城太鼓同好会

詩吟の会

岩尾城にあがる登山道の整備

岩尾城に対する保護者の

関心が高まっている

資源

自然

蛇山

施設

山南町公民館和田支所

山商町歴史博物館

リフレッシュ館

(薬草菜樹公園)

人材

吉田先生 (郷土史)

林 先 生 (郷土史)

岩尾城太鼓同好会

詩吟の会

役場の方々

地域

城下町

下屋敷

岩尾城趾

児童のニーズ

(今までに高めてきた力)

4年…裏山に野鳥をよほう

5年…和国PR大 作戦

コンセブトを決定する上での

ブレーンストーミング



コンセブト (おらい)

○子どもたちの生まれ育った和田地区を深検 ・調査することにより、和国地区の

よいところや、人々の歩んできた歴史を知る。また、調査活動や他校との交流、

まとめをすることで、ふるさと和口のよさを再認識し、ふるさとを愛する心を

育てる。

○収集した情報から必要なものを選んでいろいろな方法でまとめ、相手に分かり

やすく伝えることができる。

○課題を決め、その課題について自分の考えをもって意欲的に調査 ・観察をした

り、まとめたりすることができる。

コンセプトにそったプログラムの流れ・実施手順

コンセプトを達成するためのアクテイビテイデザイン (児童の参画)

岩尾城太鼓で表現する  古 墳を調べる   城 について調べる

城の模型を作る     裏 山再生計画   案 革を広める

テレビ会議をする    貴 重な生物について調べる (モリアオガエル)

ホームページを作る

フィー ドバック

練 り直 し

コンセプトにそったアクティビティデザインの組み合わせ

○つかみ (導入)

○振り返り 分 かち合い 岩 尾城フェスタを開こう (一斉活動)

自分を振り返ろう (個人)

城山に登ろう (一斉活動)

城の話を聞こう (一斉活動)

自分のテーマを考えよう (個人活動)
・伝説を調べて劇や紙芝居にする (小グループ)
・ホームページを作る (小グループ)
・太鼓で表現 (小グループ)
・バンフレット作り (小グループ)
・詩吟で城を表現 (小グループ)
・城の模型作り (小グループ)

ブレーンストーミング・クリティーク)

指導者がどのように指導にあたるか

グループの分け方をどうするか

フェスタの規模をどのようにするか
・昨年のプログラムとよく似ている

盛りだくさんすぎて児童把握が難しい

出の上に城があるので何度も登れない

。・地域に根ざした学習ができる

○悪い点・

○良い点  ・




